
－1－

資 料 編

論理的な思考力を育てる図形の論証指導の工夫
－ －気付きカードを用いた根拠を明らかにする活動を取り入れて

長期研修員 佐藤 明彦

○ 単元の目標と評価規準

(1) 単元の目標

図形の合同の概念を明らかにするとともに、三角形の合同条件を理解し、それを基にして図形の性質や

作図の方法が正しいことを論理的に筋道立てて考察する能力を養う。

(2) 単元の評価規準
数学への関心・意欲・態 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量、図形などについて
度 の知識・理解

図形の中から性質を見 三角形の合同条件や平 簡単な図形の性質や基 合同な図形の性質や三
付け出したり、三角形の 面図形の基本的な性質を 本的な作図の方法の考察 角形の合同条件など、ま
合同条件を基に確かめた 基に、数学的な推論の方 において、推論の筋道を た、それらを調べるとき
りするなど、数学的活動 法を用いて図形の性質を 言葉で表現することがで の証明の意義と方法を理
の楽しさや数学的に考察 論理的に考察することが きる。 解している。
することのよさに気付き できる。、
それらを意欲的に問題の

。解決に活用しようとする

(3) 学習活動における具体の評価規準
ア 関心･意欲･態度 イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な表現・処理 エ 知識・理解
①二つの合同な図形に関 ①合同な図形の性質に

。合 心をもち、その性質に ついて理解している
同 ついて考察しようとす

る。
②三角形の決定条件を基 ①三角形の決定条件をも ①二つの三角形が合同で ②三角形の合同条件に

。合 に二つの三角形が合同 とに、二つの三角形が あることや、三角形の ついて理解している
同 となるための条件に関 合同になるための条件 合同条件について言葉
条 心をもち、考察しよう を考察することができ や式などを用いて表し
件 とする。 る。 たりよみとったりすこ

とができる。
③作図した図形に、関心 ②数学的な推論の方法を ②仮定やすでに正しいと ③「仮定」や「結論 、」

図 をもち、その中から性 用いて図形の性質を論 認められている事柄を 「証明」の意味と証
形 質を見付け出そうとす 理的に考察することが 基にして、見付け出し 明のしくみや方法に

。の る。 できる。 た性質を論理的に考察 ついて理解している
性 ④ある事柄が正しいかど ③命題が例外なく成り立 し、正しいことを見分
質 うかを、仮定やすでに つことを明らかにする けることができる。

「 」の 正しいと認められてい ために、仮定やすでに ③推論の過程を ゆえに
確 る事柄を基にして、論 正しいと認められてい 「または 「かつ 「し」 」
か 理的に証明を進めよう る事柄を根拠にして、 たがって 「一方 「よ」 」
め とする。 結論を図や用語などを って」などの言葉を適
方 用いて導く過程や解き 切に用いて表現するこ

方を考察することがで とができる。
きる。

○ 指導・評価計画（全７時間予定）

過 時 ○ねらい ○評価項目（評価方法）
「十分満足できる」と判断される状況・主な学習活動 学習への支援及び留意点 ◎

☆「努力を要する」と判断した生徒への手だて程 間
○二つの図形の関係に着目し ・同じ形で同じ大きさの図形に対 【関心・意欲・態度】アー①

、１ 合同の概念を明らかにし、 して関心が高まったり、すべて ○二つの合同な図形の辺や角に関心をもち
実験・実測などの操作的活 の多角形について合同の概念が それらの関係を実測して調べている。
動を通して合同な図形の性 あることを意識したりできるよ ◎実測した結果を工夫して学習プリントに
質と合同であるための条件 う身近にある同じ大きさで同じ まとめている。
を考察することができる。 形の図形を探し出し取り上げて （観察、学習プリント）合
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・身の回りから同じ形で同じ いく。 ☆分度器の使い方を一緒にやってみたり、
大きさのものを見付ける。 対応が分かるよう切り取って重ねたりすA A E
合同な二つの図形の性 る。同 B E

D質について調べてみよ
う。 【知識・理解】エー①C D B C

・二つの五角形の辺の長さと ・確かめるという目的意識がもて ○まとめた合同な図形の性質について理解な
角の大きさを実測する。 るよう、二つの図形を見て合同 している。

・合同な図形の性質をまとめ な図形の性質を予想したり、確 ◎合同な図形の性質を根拠として意識しな
る。 かめる方法を考えてから活動に がら問題を解決している。図

・方眼上にかかれた多角形が 取り組む。 （学習プリント）
合同かどうか調べる。 ・証明の必要性につながるよう、 ☆合同な図形どうしの対応する辺や角がし

・多角形が合同であるための 実測は図形の性質を確かめる方 っかり意識できるように実際に切り取っ形
条件をまとめる。 法の一つであるが測定誤差を生 て重ねてみたり、同じ向きに並べてみた

・学習を振り返る。 ずることを確認する。 りする操作的活動を行う。
○合同な三角形の作図や辺と ・対応する三組の辺と三組の角を 【関心・意欲・態度】アー②

角の部品を使ったの操作的 それぞれ実測し大変さを実感す ○簡単に二つの三角形が合同かどうか判断２
活動を通して、二つの三角 ることで、より簡単に二つの三 する方法について考えながら作図してい
形が合同になるための条件 角形の合同が調べられる方法を る。
を考察することができる。 探ろうとする意欲がもてるよう ◎簡単に二つの三角形が合同かどうか判断
二つの三角形 △ にしていく。 する方法について使う要素を少なくする、 ABC

と△ が合同かどう ・作図して辺と角のすべての要素 ことを考えて作図している。DEF
か簡単に調べる方法をつ を測らなくても合同な三角形が （観察、学習プリント）
くりだそう。 作図できることを実感すること ☆定規や分度器を一緒に操作しながら三角三

・二つの三角形の対応する三 で、少ない要素で合同かどうか 形を一つ作図する。
組の辺と対応する三組の角 判断できそうなことに気付くよ
を実測して調べる。 うにしていく。 【見方・考え方】イー①角

・図の△ と合同な△ ・具体物を操作しながら三つの辺 ○合同な三角形の作図や操作活動を基にしABC
を一つ作図し、その作 や角の部品で合同な三角形がで て三角形が合同になるためのパターンをDEF

図の方法を確認する。 きることを実感することで、つ 考えている。形
・三つの辺と三つの角の部品 かった要素がしっかり確認でき ◎合同な三角形の作図や操作活動を基にし

を操作しながら合同な三角 るようにしていく。 て三角形が合同になるためのパターンを
形を作る。 整理して三つ考えている。の

・操作を発表し合いながらパ （観察、学習プリント）
ターンにまとめる。 ☆取り上げた作図を例にして操作を一緒に

やってみる。合
○二つの三角形が合同になる 【知識・理解】エー②

ための条件を三角形の合同 ○三角形の合同条件について的確に記述す３
条件としてまとめ、それを ることができる。同
根拠として二つの三角形の ◎三角形の合同条件をつかうと、合同な三
合同を見付けたり判断した ・二組の辺に挟まれた角でなくて 角形を見付け出したり、合同かどうか判
りすることができる。 は条件にならないこと、一組の 断したりすることが簡単にできることを条

・前時の３パターンを基に二 辺の両端の角でなければ条件に 理解している。
つの三角形が合同になるた ならないことを、操作的活動に （学習プリント）
めの条件をまとめる。 もどって確認していく。 ☆前時の操作にもどって具体物の操作で確件
二つの三角形が合同か ・問題に活用することで、三角形 認する。

どうか根拠を明らかにし の合同条件をつかうと簡単に合
ながら調べよう。 同かどうかを判断できるという 【表現・処理】ウー①

・三角形の合同条件を使って 合同条件のよさが意識できるよ ○二つの三角形が合同であることと合同条
一組の三角形が合同かどう うにしていく。 件を文章や式を使って表すことができて
か調べる。 ・図形の性質の証明の基礎となる いる。
図形の中から根拠を基 よう、筋道立てて考えることの ◎二つの三角形が合同であることやその根

に合同な三角形を探して 意味や根拠という言葉の意味を 拠を文章や式を使って表すことができて
みよう。 確認する。 いる。

・図形の中から三角形の合同 ・重なりのある図形を取り上げ、 （観察、学習プリント）
条件を根拠にして合同な三 根拠として 共通な辺だから 共 ☆対応する辺や対応する角に印を付けたり「 」「
角形を見付ける。 通な角だから」という考え方と 色を付けて考えることを知らせ三つの要

・学習を振り返りる。 ことばを確認する。 素を視覚的にとらえる。
○図形から見付け出した性質 ・問題の図形の作図に取り組ませ 【関心・意欲・態度】アー③、

を根拠が明確か明確でない 図形の条件を意識することで図 ○作図した図形の中から、等しい辺や等し４
か分類する活動を通して、 形の性質を見付けやすくする。 い角、図形と図形の関係などの性質を見
図形の理解を深め、根拠と 付け出そうとしている。
なる図形の性質を明らかに ◎作図した図形の中から、等しい辺や等し
することができる い角、図形と図形の関係などの性質をす。

すんで見付け出そうとしている。
図形を見て気付くこと （観察、カードの記述、学習プリント）

をたくさん見付け出して ☆図形の性質が見付け出せたことに自信を
みよう。 もたせたり、友達の見付け出した図形の

・問題文を基にして図形を作 性質を紹介したりする。見
図する。 ・図形のもつ一般的な性質に気付 【表現・処理】ウー②通

・図形を見て気付いたことを くよう友達の図形と比べながら ○仮定やすでに正しいと認められている事し

線分 と線AB

分 がおのおCD

のの中点 で交O

ACわっている。

と を結ぶ。BD
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気付きカードに記入する。 考えていけるようにする。 柄の中から根拠を見付け出し 「根拠が明１ 、
・気付いたことを全体で発表 ・自分の思考が視覚化されとらえ 確なもの」として分類して、正しいこと

し合う。 やすいこと、ワークシート上で を見分けることができる。
気付きカードを「根拠 分類できることから、各自、気 ◎仮定やすでに正しいと認められている事図

が明確なもの」と「根拠 付いたことをそれぞれカード 付 柄の中から根拠を見付け出し 「根拠が明（ 、
が明確でないもの」に分 箋紙）に記入して用いる。 確なもの」として正確に分類して、正し
類してみよう。 ・分類の中で、説明できる理由を いことを見分けることができる。形

・気付きカードを根拠が明確 考えることで、根拠となる図形 （カードの記述や分類、学習プリント）
か明確でないか分類する。 の性質を明らかにしていく。 ☆既習事項の「対頂角の性質」や「平行線
分類した結果を発表し合い ・新たに見付け出した根拠となる の性質」などの図形の性質を思い出しての
ながらまとめる。 図形の性質は気付きカードに記 みるよう助言したり、ヒントカードで提

・学習を振り返る。 入させていく。 示したりする。
○図形の性質を三角形の合同 ・分類した、根拠が明確な気付き 【見方・考え方】イー②性

条件をつかって、根拠を明 カードに記述された性質を図形 ○対頂角の性質と平行線の性質をよりどこ５
らかにしながら筋道立てて の中に印として示すことで、説 ろとして筋道立てて考えている。
確かめることができる。ま 明の見通しがもてるようにして ◎対頂角の性質、平行線の性質、三角形の質
た証明のしくみと方法を理 いく。 合同条件をよりどころとして筋道立てて
解する。 ・記述による抵抗感をなくし論理 考えている。
見付け出した図形の性 的な思考を働かせることができ （カードの操作、観察、学習プリント）の

質△ ≡△ が正 るよう、また、自分の思考が視 ☆二つの三角形の合同を根拠を明らかにしOAC OBD
しいかどうか確かめてみ 覚化されとらえやすいよう気付 ながら合同条件をつかって確かめた学習
よう。 きカードを用いる。 が想起できるよう助言する。確 見

・性質の説明を根拠が明確な ・気付きカードを並べることで 三 【知識・理解】エー③通 「
気付きカードを並べながら 角形の合同条件」や「合同な図 ○「仮定 「結論 「証明」の意味と証明し 」、 」、
考える。 形の性質」に気付けるようにし のしくみや方法について理解している。か ２

・証明のしくみや方法をまと ていく。 ◎「仮定 「結論 「証明」の意味と証明」、 」、
める。 ・気付きカードを仮定と結論の間 のしくみや方法について理解し、証明の
見付け出した図形の性 に筋道立てて並べていく中で、 簡潔性に気づいている。め

質 が正しいかど 特に「このことがいえるにはど （カードの操作、学習プリント）AC=BD
うか確かめてみよう。 んなことがいえればいいかな」 ☆自分が取り組んできた気付きカードの操

・根拠を明らかにしながら気 と問いかけ、結論からさかのぼ 作を基に証明のしくみと方法を説明し、方
付きカードを仮定から結論 って考える解析的な思考が意識 個別に支援していく。
まで筋道立てて並べる。 できるようにしていく。

・学習を振り返る。
○図形の性質を三角形の合同 【関心・意欲・態度】アー④

条件を使って根拠を明らか ○見付け出した図形の性質が正しいことを６
にしながら筋道立てて証明 根拠を明らかにしながら確かめようとし
することができる。 ている。
図形の性質を見付け、 ◎見付け出した図形の性質が正しいことを

その性質が正しいかどう 根拠を明らかにしながらすすんで確かめ
か証明してみよう。 ようとしている。

・作図した図形を見て気付く （カードの操作、観察、学習プリント）
ことを気付きカードに記入 ☆グループで発表し合ったり相談し合った
し、根拠が明確か明確でな りする学び合う場を設定していく。
いかに分類する。 ・気付きカードを基に自分なりの 【見方・考え方】イー③見

・ が正しいかどうか ことばを付け加えながら証明を ○対頂角の性質と平行線の性質をよりどこ通 AC=BD
の証明を考え、気付きカー 記述することで、筋道立った考 ろとして筋道立てて考えている。し
ドを仮定から結論まで筋道 えで結論が確かめられたことが ◎対頂角の性質、平行線の性質、三角形の３
立てて並べる。 実感できるようにしていく。 合同条件、合同な図形の性質などをより

・気付きカードを基に証明を ・気付きカードを仮定と結論の間 どころとして筋道立てて考えている。
自分なりのことばで記述す に並べていくことで、根拠とな （カードの操作、カードの記述、学習プ
る。 る図形の性質である「合同な図 リント）

・練習問題に取り組む。 形の性質」に気付けるようにし ☆できるだけ自分で取り組めるよう個々に
・学習を振り返る。 ていく。 カードの操作を見ながら支援していく。
○基本的な作図の方法が正し 【表現・処理】ウー③

いことを三角形の合同条件 ○角を二等分する作図の方法が正しいこと７
をつかって根拠を明らかに の証明を「ゆえに 「または 「かつ 「し」 」 」
しながら筋道立てて確かめ たがって 「一方 「よって」などのこと」 」
ることができる。 ばをつかって記述している。
角の二等分線の作図が ◎角を二等分する作図の方法が正しいこと

本当に正しいのか三角形 の証明を「ゆえに 「または 「かつ 「し」 」 」
の合同条件をつかって確 ・証明では、仮定と結論をはっき たがって 「一方 「よって」などのこと」 」
かめてみよう。 りさせること、そしてそれを図 ばを適切につかって簡潔に分かりやすく

・仮定と結論を確認し命題を 形の中に印を付けて示すことが 記述している。
つくる。 大切であることを確認する。 （学習プリント）

・証明を考えながら気付きカ ・文章で表現した証明と気付きカ ☆友達に説明することを前提にしたときに
ードを並べそれを基に記述 ードを基に記述した証明を比べ どう文章で表現していくかを助言する。
する。 ることで簡潔な表現のよさを感

・学習を振り返る。 じ取れるようにしていく。

平行な２直線

m Aｌ、 上に点

点 をそれぞれB

ABとり、線分

の中点を とすP

る。点 を通る直線 と直線ｌ、 との交P n m

点をそれぞれ点 、点 とする。C D
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○ 本時の学習（第１時）

( )ねらい1
○二つの図形の関係に着目し、合同の概念を明らかにし、実験・実測などの操作的活動を

通して合同な図形の性質と合同であるための条件を考察することができる。

三角定規、分度器、黒板用カード、マジック、学習プリント、問題プリント( )準 備（教師）2
（生徒）三角定規、分度器、はさみ、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

○身の回りから同じ形で ・同じ形で同じ大きさの図形に対して関心が高

同じ大きさのものを見 まったり、すべての多角形について合同の概

付ける。 念があることを意識したりできるよう身近に

◇ 円硬貨 ある同じ大きさで同じ形の図形を探し出し取10 １０

◇教科書 ◇机の面 り上げていく。

○もとの四角形を切り取 ・重なり合う頂点、辺、角がしっかり意識でき

りぴったり重ね合わせ るよう「ずらす 「回す 「裏返す」などの重」 」

ることができる四角形 ね合わせる動きに注目させていく。

を調べる。

A G F合同な二つの図形の

B E性質について調べてみ

H Jよう。

【関心・意欲・態度】C D I
○合同な二つの五角形の 確かめるという目的意識がもてるよう、二つ ○二つの合同な図形の辺・

辺の長さと角の大きさ の図形を見て合同な図形の性質を予想したり や角に関心をもち、そ、

を実測し、気付いたこ 確かめる方法を考えてから活動に取り組む。 れらの関係を実測して

とを発表し合う。 ☆分度器の使い方を一緒にやってみたり、対応 調べている。

◇辺の長さが等しい が分かるよう切り取って重ねてみる。 ◎二つの合同な図形の辺１５

◇角の大きさが等しい ・合同な図形どうしの対応する辺や角をはっき や角に関心をもち、実

◇面積が等しい り意識できるように実測して自ら確認する。 測した結果を学習プリ

◇ぴったりじゃない ・今後に学習する証明の必要性につながるよう ントに工夫してまとめ、

実測は図形の性質を確かめる方法の一つであ ている。

るが測定誤差を生ずることを確認する。 （観察、学習プリント）

○合同な図形の性質をま ・辺の長さや角の大きさを求める問題を解くこ 【知識・理解】

とめ、問題を解く。 とで性質の理解の定着を図る。また学習への ○まとめた合同な図形の

◇対応する辺の長さは 自信をもたせる。 性質について理解して

等しい ☆合同な図形どうしの対応する辺や角がしっか いる。

◇対応する角の大きさ り意識できるように実際に切り取って重ねて ◎合同な図形の性質を根

は等しい みたり、同じ向きに並べてみたり、印を付け 拠として意識しながら

てみたりする操作的活動を行う。 問題を解決している。

○方眼上にかかれた多角 関心をもって活動に取り組め、辺の長さが等 （学習プリント）・

形が合同かどうか調べ しいだけだったり角の大きさが等しいだけで２５

る。 は合同にならない場合があることに気付ける

○多角形が合同であるた よう、辺の長さや角の大きさが等しいかどう

めの条件をまとめる。 か予想してから取り組む。

◇対応する辺の長さが ☆合同な図形どうしの対応する辺や角がしっか

それぞれ等しい り意識できるように、実際に切り取って重ね

◇対応する角の大きさ てみたり、同じ向きに並べてみたりする操作

がそれぞれ等しい 的活動を行う。

○学習を振り返る。
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○ 本時の学習（第２時）

( )ねらい1
○合同な三角形の作図や辺と角の部品を使った操作的活動を通して、二つの三角形が合同

になるための条件を考察することができる。

( )準 備（教師）三角形の辺と角の部品、三角定規、分度器、学習プリント、問題プリント2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

○多角形が合同になるた ・二つの多角形が合同かどうかを判断するには

めの条件について復習 すべての辺とすべての角を測って調べること５

する。 が基本であることを確認する。

ABC DEF A D二つの三角形△ と△ が

合同かどうか簡単に調べる方法をつ

B C E Fりだそう。

○二つの三角形の対応す ・対応する三組の辺と対応する三組の角をそれ

る三組の辺と対応する ぞれ実測し大変さを実感することで、より簡５

三組の角を実測して調 単に二つの三角形の合同が調べられる方法を

べる。 探ろうとする意欲がもてるようにしていく。

図の△ と合同な△ を作図してみよう。 【関心・意欲・態度】ABC DEF
○図の△ と合同な ・既習事項である条件にあう三角形の作図の方 ○簡単に二つの三角形がABC
△ を一つ作図し 法や正しい用具の使い方などにとらわれない 合同かどうか判断するDEF 、

その作図の方法を発表 で自由な発想で合同な三角形を作図させる。 方法について考えなが

し合う。 ☆定規や分度器を一緒に操作しながら三角形を ら作図している。

◇もっと簡単にできる 一つ作図する。 ◎簡単に二つの三角形が

よ ・作図して辺と角のすべての要素を測らなくて 合同かどうか判断する

◇三つの辺だけ測れば も合同な三角形が作図できることを実感する 方法について使う要素１５

できるよ ことで、少ない要素で合同かどうか判断でき を少なくすることを考

○辺と角の六つの要素の そうなことに気付くようにしていく。 えて作図している。

うち実際に測った要素 ・合同な三角形を作図する方法の発表にあたっ （観察、学習プリント）

を確認する。 ては、どの辺や角を測定したかを発表の視点

とし、測定した要素の数が多いものから少な

いものへと順に取り上げていく。

A三つの辺と三つの角の部品の

うち、できるだけ少ない部品で Ｄ

△ と合同になる△ はABC DEF
B C作れないか考えてみよう。

【見方・考え方】E F
○三つの辺と三つの角の ・具体物を操作しながら三つの辺や角の部品で ○合同な三角形の作図や

部品を操作しながら合 合同な三角形ができることを実感することで 操作活動を基にして三、

同な三角形を作る。 つかった要素がしっかり確認できるようにし 角形が合同になるため

ていく。 のパターンを考えてい

☆取り上げた作図を例にして操作を一緒にやっ る。２５

○操作を発表し合いなが てみる。 ◎合同な三角形の作図や

ら、三つの要素を含ん ・既習事項や作図を基にして考えられる生徒は 操作活動を基にして三、

だ３パターンにまとめ 操作を通して確認したり、できないパターン 角形が合同になるため

る。 の理由を考えてみるよう助言する。 のパターンを三つに整

◇三つの辺 ・三つの要素の位置関係に着目していけるよう 理して考えている。、

◇二つの辺と一つの角 学習プリントにつかった要素を図示して、次 （観察、学習プリント）

◇一つの辺と二つの角 時につながるようにしていく。
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○ 本時の学習（第３時）

( )ねらい1
○二つの三角形が合同になるための条件を三角形の合同条件としてまとめ、それを根拠と

して二つの三角形の合同を見付けたり判断したりすることができる。

( )準 備（教師）教師用三角定規・分度器、フラッシュカード、学習プリント2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

○前時の確認をする。

二つの三角形△ と△ が合同かどうか簡単に判断できる方法をまABC DEF
とめてみよう。

○前時の３パターンをも

とに二つの三角形が合

同になるための条件に

ついてまとめる。

◇三組の辺がそれぞれ ・二組の辺に挟まれた角でなくては条件になら

等しい ないこと、一組の辺の両端の角でなければ条

◇二組の辺とそのはさ 件にならないことを、操作的活動にもどって 【知識・理解】１５

む角がそれぞれ等し 確認していく。 ○三角形の合同条件につ

い ・三角形の合同条件は今後の証明の学習の基礎 いて的確に記述するこ

◇一組の辺とその両端 となり記述も必要となるので、統一したこと とができる。

の角がそれぞれ等し ばで扱う。 ◎三角形の合同条件をつ

い ☆前時の操作にもどって具体物の操作で確認す かうと、合同な三角形

る。 を見付け出したり、合

二つの三角形が合同かどうか根拠を明らかにしながら調べよう。 同かどうかを判断した

○三角形の合同条件をつ ・問題に活用することで、三角形の合同条件を りすることが簡単にで

かって一組の三角形が つかうと簡単に合同かどうかを判断できると きることを理解してい

合同かどうか調べる。 いう合同条件のよさが意識できるようにして る。

いく。 （学習プリント）

・証明の学習につながるよう、三角形の合同を 【表現・処理】２０

判断する中で、三つの相等関係と三角形の合 ○二つの三角形が合同で

同条件が根拠となっていることを繰り返し丁 あることと合同条件を

寧に確認していく。 文章や式を使って表す

☆対応する辺や対応する角に印を付けたり色を ことができる。

付けて考えることを知らせ三つの要素を視覚 ◎二つの三角形が合同で

的にとらえる。 あることやその根拠を

図の中から根拠を基に合同な三角形を探してみよう。 文章や式を使って表す

○図の中から三角形の合 ・図形の性質の証明の基礎となるよう、筋道立 ことができている。

同条件を根拠にして合 てて考えることの意味や根拠という言葉の意 （観察、学習プリント）

同な三角形を見付け出 味を確認する。

す。 ・重なりのある図形を取り上げ、抜き出して同

じ向きに並べてみるなど辺や角の対応を丁寧

に扱う。

・重なりのある図形を取り上げ 根拠として 共１５ 、 「

通な辺だから 「共通な角だから」という考え」

方とことばを確認する。

○学習を振り返る。
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○ 本時の学習（第４時）

( )ねらい1
○図形から見付け出した性質を根拠が明確か明確でないか分類する活動を通して、図形の

理解を深め、根拠となる図形の性質を明らかにすることができる。

付箋紙、黒板用カード、三角定規、分度器、フラッシュカード、学習プリント( )準 備（教師）2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

図形を見て気付くことをたくさん見付け出してみよう。

○問題文を基にして図形 ・問題の図の作図に取り組み、図形の条件を意

。を作図する。 識することで図形の性質を見付けやすくする

線分 とAB
線分 がお 【関心・意欲・態度】CD

○図形を見て、長さの等 のおのの中点 ○作図した図形の中から

しい線分や大きさの等 で交わって 等しい辺や等しい角、O
しい角、図形と図形の いる。 と 図形と図形の関係などAC BD
関係、辺や角の位置関 を結ぶ。 の性質を見付け出そう

係など、気付いたこと ・図形のもっている一般的な性質に気付くよう としている。２５ 、

を気付きカードに記入 友達の図形と比べながら考えていけるように ◎作図した図形の中から

する。 する。 等しい辺や等しい角、

◇ ・自分の思考が視覚化できてとらえやすい、ワ 図形と図形の関係などOA=OB
◇ ークシート上で操作できることから、各自、 の性質をすすんで見付OC=OD
◇ 気付いたことをそれぞれカード（付箋紙）に け出そうとしている。∠ ∠BODAOC=
◇ 記入して用いる。 （観察、カードの記述、∠ ∠BDOACO=
◇ ・図形を見るポイントがつかめるよう、見付け 学習プリント）AC//BD
◇△ ≡△ 出した性質を、等しい長さ、等しい角、図形AOC BOC

と図形の関係などにまとめていく。

○気付いた図形の性質を ☆図形の性質が見付け出せたことに自信をもた

発表し合う。 せたり、友達の見付け出した図形の性質を紹

介したりする。

気付きカードを「根拠が明確なもの」と「根拠が明確でないもの」に

分類してみよう。 【表現・処理】

○気付きカードを根拠が ・気付きカードの分類の視点となる「根拠が明 ○仮定やすでに正しいと

明確か明確でないか分 確なもの 「根拠が明確でないもの」をはっ 認められている事柄の」、

類する。 きり示していく。 中から根拠を見付け出

・分類の中で、説明できる理由を考えていくこ し 「根拠が明確なも、

とで、根拠となる図形の性質を明らかにして の」として分類して、

いく。新たに導き出した根拠となる図形の性 正しいことを見分ける２０

質は新たな気付きカードに記入していく。 ことができる。

☆既習事項の「対頂角の性質」や「平行線の性 ◎仮定やすでに正しいと

○分類した結果を発表し 質」などの図形の性質を思い出してみるよう 認められている事柄の

合いながらまとめる。 助言したりヒントカードで提示したりする。 中から根拠を見付け出

・ 根拠が明確なもの」に分類した気付きカード し 「根拠が明確なも「 、

に記述してあることは確かなこと 「根拠が明 の」として正確に分類、

確でないもの」に分類した気付きカードに記 して、正しいことを見

述してあることは確かめる必要があることと 分けることができる。

して、分類のポイントとなる考え方に視点を （カードの記述、カード

、 ）当ててまとめていく。 の分類 学習プリント

○学習を振り返る。
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○ 本時の学習（第５時）

( )ねらい1
○図形の性質を三角形の合同条件をつかって、根拠を明らかにしながら筋道立てて確かめる

ことができる。また証明のしくみと方法を理解する。

付箋紙、三角定規、分度器、黒板用カード、フラッシュカード、学習プリント( )準 備（教師）2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

○分類した根拠が明らか ・確かめてみよとする意欲がもてるよう、見付

でない気付きカードの け出した図形の性質の中から確かめようとす１０

中から確かめようとす る図形の性質を取り上げる。

る性質を決める。

見付け出した図形の性質

△ ≡△ が正しいかOAC OBD
どうか確かめてみよう。

○分類を基にして、性質 ・分類した、根拠が明確な気付きカードに記述

の説明を根拠が明確な された性質を図形の中に印として示すことで 【見方・考え方】、

気付きカードを並べな 説明の見通しがもてるようにしていく。 ○対頂角の性質と平行線

がら考える。 ・記述による抵抗感をなくし、論理的な思考を の性質をよりどころと

働かせることができるよう、また、自分の思 して筋道立てて考えて

考が視覚化されとらえやすいよう気付きカー いる。

ドを用いる。 ◎対頂角の性質、平行線

・気付きカードを並べることで足りない根拠と の性質、三角形の合同２５

なる図形の性質である「三角形の合同条件」 条件をよりどころとし

に気付けるようにしていく。 て筋道立てて考えてい

☆既習の、二つの三角形の合同を、根拠を明ら る。

かにしながら合同条件をつかって確かめた学 （カードの操作、観察、

習が想起できるよう助言する。 学習プリント）

見付け出した図形の性質 が正しいかどうか確かめてみよう。AC=BD
○根拠を明らかにしなが ・気付きカードを並べることで足りない根拠と

ら気付きカードを仮定 なる図形の性質である「合同な図形の性質」

から結論まで筋道立て に気付けるようにしていく。 【知識・理解】

て並べる。 ・気付きカードを仮定と結論の間に筋道立てて ○「仮定 「結論 「証」、 」、

並べていく中で、特に「このことがいえるに 明」の意味と証明のし１５

はどんなことがいえればいいかな」と問いか くみや方法について理

け、結論からさかのぼって考える解析的な思 解している。

考が意識できるようにしていく。 ◎「仮定 「結論 「証」、 」、

・仮定から考えたり、結論から考えたりしてい 明」の意味と証明のし

くことで筋道立てて証明を考えていくことが くみや方法について理

○「仮定 「結論 「証 できることを知らせる。 解し、証明の簡潔性に」、 」、

明」の言葉の意味と証 ☆自分が取り組んできた気付きカードの操作を 気づいている。

明のしくみや方法につ 基に証明のしくみと方法を説明し、個別に支 （カードの操作、学習プ

いてまとめる。 援していく。 リント）

○学習を振り返る。
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○ 本時の学習（第６時）

( )ねらい1
○図形の性質を三角形の合同条件をつかって根拠を明らかにしながら筋道立てて証明するこ

とができる。

( )準 備（教師）付箋紙、教師用三角定規・分度器、フラッシュカード、学習プリント2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

図形の性質を見付け、その性質が正しいかどうか証明してみよう。

○問題文を基にして図形 ・問題の図の作図に取り組み、図形の条件を意

。を作図する。 識することで図形の性質を見付けやすくする１０

平行な２直線 、 上に点 、点 をそL m A B
れぞれとり、線分 の中点を とする。AB P
点 を通る直線 と、直線 、 との交P n L m

点をそれぞれ点 、点 とする。C D

、○図形を見て、気付いた ・図形のもっている一般的な性質に気付くよう

ことを気付きカードに 友達の図形と比べながら考えていけるように

記入する。 する。

◇ ・分類の中で、説明できる理由を考えていくこAC//BD
◇ とで、根拠となる図形の性質を明らかにしてAP=BP
◇ いく。新たに導き出した根拠となる図形の性 【関心・意欲・態度】CP=DP
◇ 質は新たな気付きカードに記入していく。 ○見付け出した図形の性∠ ∠APC= BPD
◇ ・確かなことと確かではないことを整理したり 質が正しいことを根拠∠ ∠PAC= PBD 、

◇△ ≡△ 根拠が明確な気付きカードに記述された性質 を明らかにしながら確APC BPD
○気付きカードを根拠が を図形の中に印として示したりすることで、 かめようとしている。２０

明確か明確でないか分 説明の見通しがもてるようにしていく。 ◎見付け出した図形の性

類する。 ☆二人組やグループで発表し合ったり相談し合 質が正しいことを根拠

○分類した結果を発表し ったりする学び合う場を設定していく。 を明らかにしながらす

合い、根拠が明確でな ・仮定から考えたり、結論から考えたりしてい すんで確かめようとし

る。い気付きカードの中か くことで筋道立てて証明を考えていくことが てい

ら確かめようとする性 できることを確認していく。 （カードの操作、観察、

質を決め、証明する命 ・気付きカードを仮定と結論の間に筋道立てて 学習プリント）

題を作る。 並べていく中で、特に「このことがいえるに

○ が正しいこと はどんなことがいえればいいかな」と問いか 【見方・考え方】AC=BD
の証明を、根拠を明ら け、結論からさかのぼって考える解析的な思 ○対頂角の性質と平行線

かにしながら気付きカ 考が意識できるようにしていく。 の性質をよりどころと

ードを仮定から結論ま して筋道立てて考えて

で筋道立てて並べる。 いる。

○気付きカードを基に証 ・気付きカードを基に自分なりのことばを付け ◎対頂角の性質、平行線

明を自分なりのことば 加えながら証明を記述することで、筋道立っ の性質、三角形の合同

で記述する。 た考えで結論が確かめられたことが実感でき 条件、合同な図形の性

○練習問題に取り組む。 るようにしていく。 質などをよりどころと

・証明特有の言葉や形式的な記述にはこだわら して筋道立てて考えて２０

ないで自分なりのことばで記述できるように いる。

する。 （カードの操作、カード

☆できるだけ自分の力で取り組めるよう個々に の記述、学習プリント）

○学習を振り返る。 カードの操作を見ながら支援していく。
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○ 本時の学習（第７時）

( )ねらい1
○基本的な作図の方法が正しいことを三角形の合同条件をつかって根拠を明らかにしながら

筋道立てて確かめることができる。

( )準 備（教師）付箋紙、教師用三角定規・分度器、フラッシュカード、学習プリント2
（生徒）三角定規、コンパス、分度器、色ペン

( )展 開3
（ ）学 習 活 動（○） 時間 学習への支援及び留意点 評価項目 評価方法

☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて◇予想される生徒の反応

角の二等分線の作図が

本当に正しいのか三角形

の合同条件をつかって確

かめてみよう。

○角の二等分線を作図し ・問題の図の作図に取り組み、図形の条件を意

て、仮定と結論を確認 識することで図形への理解を深めていけるよ

する。 うにする。

◇結論： ・角の二等分線の意味を記号をつかって表すと

となることを確認する。∠ ∠ ∠ ∠AOP= BOP AOP= BOP
◇仮定： 命題： 、 ならばOA=OB OA=OB AP=BP

である。AP=BP AOP= BOP∠ ∠

、○図形を見て仮定と結論 ・図形のもっている一般的な性質に気付くよう

以外に長さが等しい辺 友達の図形と比べながら考えていけるように

や大きさが等しい角、 する。２０

図形と図形の関係など

図形の性質を見付け出 ・証明では、仮定と結論をはっきりさせる、そ

し、証明に必要なこと して確かなことを図の中に印を付けて示すの

する。を気付きカードに記入 が大切であることを確認

する。 ・結論 を確認する中で 【表現・処理】∠ ∠ ∠AOP= BOP AOP=
がいえるためには何がいえればいいか ○角を二等分する作図の∠ BOP

○気付きカードを根拠を 解析的に考え合同な三角形に気付かせていく 方法が正しいことの証。

明らかにしながら仮定 ・カードを並べることで足りない根拠に気付き 明を「ゆえに 「また、 」

から結論までの間に筋 仮定からいえることを考えたり結論がいえる は 「かつ 「したがっ」 」

道立てて並べる。 ためのことをさかのぼって考えたりしながら て 「一方 「よって」」 」

新たな根拠となる図形の性質を見付け出して などのことばをつかっ

筋道立てていく。 て記述している。

○気付きカードを基に証 ☆友だちに説明することを前提にしたときに文 ◎角を二等分する作図の

明を自分なりのことば 章でどう表現するか考えるよう助言する。 方法が正しいことの証

で記述する。 ・文章まみで表現した証明と気付きカードをも 明を「ゆえに 「また」

とに記号や式を用いて記述した証明を比べる は 「かつ 「したがっ」 」

ことで簡潔な表現のよさを感じ取れるように て 「一方 「よって」」 」

していく。 などのことばを適切に３０

○練習問題に取り組む。 つかって簡潔に分かり

この図の線分 と やすく記述している。AC
線分 は等しく、線 （学習プリント）AD
分 と線分 も等BC BD
しい。

○学習を振り返る。
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○ 学習プリント（第４時）

数学学習プリント【図形の合同と証明】④－１

２年（ ）組（ ）番

名前（ ）

１ 図を見て気付くことをたくさん見付け出そう！

②気付いたことを気付きカードに書い

線分 と線分 がおのおのの中点 で てはっていこう！AB CD O

交わっている。 と を結ぶ。 （５枚で○、８枚以上なら◎かな）AC BD

の

気付きカード①図をかいてみよう！

り

の

気付きカード

り

の

気付きカード

り

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

自分ではった枚数 枚

友達の発表を聞いて、気付きカードの色を変えて付け足していこう。③



－12－

○ 学習プリント（第４時）

数学学習プリント【図形の合同と証明】④－２

２年（ ）組（ ）番

名前（ ）２ 気付きカードを分類してみよう！

根拠が明確な気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

根拠が明確でない気付きカード

自分の学習を振り返ろう

今日の授業でできるようになったこと、分かったこと 疑問に思ったこと、分からなかったこと
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○ 学習プリント（第５時）

２年（ ）組（ ）番数学学習プリント【図形の合同と証明】⑤－１

（ ）１ 見付け出した性質を確かめてみよう！ 名前

を確かめよう！ 図をよく見ながら

考えることがポイント確かなカード を並べて理由・根拠を示しながら説明しよう！

【理由・根拠】

から

図に印を付けてみよう！気付きカード

【理由・根拠】

から

気付きカード

【理由・根拠】

から

気付きカード

☆☆☆【理由・根拠】

から

気付きカード最後の
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○ 学習プリント（第５時）

氏名（ ）数学学習プリント【図形の合同と証明】⑤－２

を証明しよう！

【理由・根拠】

気付きカード

【理由・根拠】

気付きカード

【理由・根拠】

気付きカード

【理由・根拠】

☆

気付きカード

【理由・根拠】

☆☆☆

結論 どんなことが言えれば気付きカード

いいのかな？
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○ 学習プリント（第６時）

数学学習プリント【図形の合同と証明】⑥－１

２年（ ）組（ ）番

名前（ ）

１ 図をみて気付くことをたくさん見付け出そう！

平行な２直線ｌ、 上に点 、点 を ②気付いたことを気付きカードに書いm A B

それぞれとり 線分 の中点を とする てはっていこう！、 。AB P

を通りる直線 と、直線ｌ、直線 （５枚で○、８枚以上なら◎かな）P n m

との交点をそれぞれ点 、点 とする。C D

の

気付きカード①図をかいてみよう！

り

の

気付きカード

り

の

気付きカード

り

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

気付きカード

自分で貼った枚数 枚

友達の発表を聞いて、気付きカードの色を変えて付け足していこう。③
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○ 学習プリント（第６時）

数学学習プリント【図形の合同と証明】⑥－２

２年（ ）組（ ）番

名前（ ）２ 気付きカードを分類してみよう！

根拠が明確な気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を 結合

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

説明できる理由（根拠）を

新しいカードに書いてはろう 気付きカード

根拠が明確でない気付きカード
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○ 学習プリント（第６時）

２年（ ）組（ ）番数学学習プリント【図形の合同と証明】⑥－３

（ ）３ 見付け出した性質を証明してみよう！ 名前

を証明しよう！

【理由・根拠】

気付きカード

気付きカードを基にして

証明を書いてみよう！【理由・根拠】

気付きカード

【理由・根拠】

気付きカード

【理由・根拠】

☆

気付きカード

【理由・根拠】

☆☆

気付きカード結論


